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研究要旨 
これまでに開発した尿免疫診断法に改良を加えることにより、測定のステップを減らし、抗

体あるいは抗原結合プレートを常温で長期間保存できるようにした。LAMP 法による媒介蚊
中のフィラリア由来 DNA検出法を定量化し、フィラリア伝播調査の精度を上げることができ
た。これまでの調査地以外でも、尿診断法がフィラリア症対策の評価に有用であることを示

すことができた。尿診断法と LAMP法は「住民に優しい」フィラリア症制圧のための疫学調
査を可能にする。 

 
 
A. 研究目的 
 WHO主導による「フィラリア症制圧プログ
ラム」は、リンパ系フィラリア症流行地の多

くで 5 回の集団治療を完了し、有病率は激減
した。現在、征圧確認のための方法の選択な

らびに、再燃の早期発見のための監視機構の

構築が重要な課題となっている。 
 感染者がほとんど無くなった地域では、従

来の夜間採血による末梢血中のミクロフィラ

リア検出法は住民の協力が得難く、活動を続

けるのは容易でない（大規模な集団検血など

はますます困難になるであろう）。そこで、住

民に迷惑をかけずにフィラリア症の感染・伝

搬情報を収集するために、これまでに開発し

た方法の改良を図ること、また、これまでの

調査地域外のフィラリア症流行地にも調査範

囲を広げることを目的とした。 
 新たなフィラリア症感染の阻止だけではな

く、象皮病などの症状を軽減するための対策

も同時に進行させる。 
 
B. 研究方法 

 「住民に優しい」疫学調査の実施法を確立

する 
小学生を対象とする尿免疫診断と、媒介蚊

の調査を基本とし、これらの結果に基づいて

必要な地域を選定し住民検査（採血も含む）

を実施する。 
 
 尿免疫診断法の改良 
 従来の尿 ELISAおよび目視判定できるビー
ズ法の野外応用を容易にするために、常温で

長期間保存可能な抗原あるいは抗体吸着プレ

ートを作成する。 
 

 媒介蚊調査 
 ルフナ大学チームと共同し、トラップによ

る媒介蚊の採集、LAMP 法を用いた媒介蚊の
フィラリア感染率調査を実施する。また、フ

ィラリア DNAの定量化を行う。 
 
 尿による調査地域の拡大 
 尿による調査地域はこれまで長い協力関係

にあるスリランカが中心であった。しかし
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WHO 主導の集団駆虫（MDA）によるフィラ
リア症対策はアジアの国々を含む多くの地域

で実施されており、これらの地域での尿診断

法の応用は有益である。ベトナムへも調査地

を拡大し、この方法の有用性を確かめる。  
 
 象皮病に関する研究（従来のテーマ継続） 
 スリランカのルフナ大学チームにより、登

録された象皮病患者（約 100 人）の治療が継
続中である。また、発症に関わる遺伝的因子

の解明を行う。 
 
（倫理面への配慮） 

本研究は、愛知医科大学倫理委員会の審査

を経て実施された。スリランカ、バングラデ

シュ、ベトナムにおける共同研究者は、その

所属機関において同様の審査・承認を得てい

る。被検者には十分な説明を行い同意を得て

いる。 
 
C. 結果 
「住民に優しい」疫学調査の実施法の確立 

 小学生を対象とした調査は今年度は実施で

きなかったが、そのための尿診断法や LAMP
法の改良を重点的に行った。 
 
 尿免疫診断法の改良 

 流行地での ELISAやビーズ法の実施のため
には、用いる材料が常温で、できるだけ長期

間保存できることが必要である。ELISA 用に
はWuchereria bancroftiのリコンビナント抗原、
SXP1、を結合させた ELISAプレートを、また
ビーズ法のためには抗ヒト IgG4 抗体を結合
させたプレートを作成、種々のコーティング

剤で処理したのちに 4℃あるいは 37℃で保存
し、反応性を継時的に検討した。その結果、

37℃で少なくとも半年は性能の低下なく保存
可能な抗原結合プレートと、抗体結合プレー

トを作成することができた。  
 
 媒介蚊調査 

 CDC Gravid Trap をスリランカの調査地に
設置し、効率よく吸血蚊を採取するための条

件 を 模 索 中 で あ る 。 媒 介 蚊 （ Culex 
quinquefasciatus）からW. bancrofti幼虫を検出
する高感度な LAMP法はすでに開発済みであ
り、今回さらに定量的 LAMP法を用いること
により、蚊に含まれるフィラリアの DNA量を
測定することが可能となった。蚊の採取がで

き次第調査できる準備を整えることができた。 
 
 尿による調査地域の拡大 

 尿によるフィラリア症の診断法を、これま

での調査地（スリランカ、中国）以外でも利

用するために、ベトナムからの尿検体につい

て、抗体検査をした。かつての流行地である

カンホア省（ミクロフィラリア陽性率が５％

以上、1998年のデータ）からの尿 415検体を
調べたところ、尿中抗体陽性率は 5.1％（21
検体）と低いものであった。5歳以下の陽性者
がいたことから、感染が完全にはなくなって

はいないが、この地域におけるフィラリア症

対策は進んでいるものと考えられた。 
 
 象皮病に関する研究 

 スリランカにおいてこれまでに登録された

象皮病患者の治療が継続され、症状の軽減と

QLの向上が観察された。 
 
D. 考察 
 フィラリア尿診断法の改良 

 診断法は感度・特異性を保ちつつ、できる

だけ簡便な方がより実用的である。マイクロ

タイタープレートへの抗原や抗体をあらかじ

め結合しておくことは、測定のステップを減

らすのみならず、冷蔵あるいは冷凍すべき試

薬数を減らすことになる。今回行った研究か

ら、抗原あるいは抗体結合プレートが Cold 
chain の確保が難しい場所でも長期間保存で
きるようになった。 
  
 媒介蚊調査 
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 媒介蚊中にフィラリアの DNA を LAMP 法
で検出する方法は既に報告している。今回、

リアルタイム濁度測定装置を用いることによ

り、filaria由来 DNAを LAMP法で定量するこ
とができた。媒介蚊中のフィラリア幼虫をさ

らに精度よく定量できる可能性が示された。 
 
 フィラリア症調査地域の拡大 

 フィラリア症の MDA 対策をいつやめるか
の判断には、夜間採血によるミクロフィラリ

アの検査、あるいは ICT による血液中のフィ
ラリア由来抗原の検査による調査が用いられ

てきている。我々が開発した尿診断法は、こ

れまでに、スリランカや中国において、MDA
対策の評価に住民に受け入れやすい方法とし

て使えることを示すことができた。この方法

をベトナムのかつての流行地に応用し、これ

まで通りの成果を上げることができた。さら

に応用範囲を拡大する予定である。 
 
 象皮病に関する研究 

 フィラリアの感染がなくなった後にも、象

皮病に苦しむ患者のケアは重要なフィラリア

症対策である。現在スリランカで進行中の象

皮病研究を通じて得られる情報は、今後の象

皮病対策に役立つものと期待される。 
 
E. 結論 
日本発の尿診断法とフィラリア伝播の確認

のための、これも日本発の LAMP法は、「住民
に優しい」フィラリア症制圧のための疫学調

査を可能にする。 
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